
入　院　診　療　計　画　書

経 過
日 時

入院から退
院までの経
過について

検 査

安 静 度

食 事

清 潔

排 泄

患者さん及
び 家 族 へ
の 説 明

患者様およ
び、ご家族
の ご 要 望

主 治 医　：

担当看護師：
本人　・
家族

排泄後は、流水による手洗いをお願いします。点滴があり、手洗いが十分にできない場合はアルコールによる手指衛生をお願いします。オムツの方は、オムツ処理
後の手洗いをしてください。また、年齢や症状に応じてはポータブルトイレ（オマルを含む）を用意します。

点滴中は、清拭で対応します。その他、不明な点がございましたらスタッフに問い合わせてください。

病状や年齢、アレルギーなどを考慮した食事を用意します。

入院中、必要に応じてお話させていただきます。（「検査や手術などの前後」、「病状の経過」、「今後の方向性」等）

３日目前後

３日目前後になると、解熱、咳嗽の軽減、食欲・哺乳力の
改善がみられてきます。症状の改善について採血等の
検査を行うことがあります。

５日前後で症状が改善し退院になります。症状が強い場
合や抗生剤の効果が乏しい場合や重症の肺炎では、１
週間以上かかることもあります。

５日目前後

原則、ベッド及び病室内の安静になります。安静度について不明な点がございましたら、スタッフに問い合わせてください。

お子さんの症状やご家族の希望を考慮して適宜対応させていただきます。

尿検査、血液検査、レントゲン検査、細菌検査、ウイルス検査などを症状などに応じて対応します。

注１　　病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって、変わり得るものです。
注２　　入院期間については現時点で予想されるものです。

                  　　印

原則として、点滴が必要な場合は２４時間持続点滴になります。

特 別 な 栄 養 管 理 の 必 要 性 （どちらかにチェック）

処 置
　発熱時；クーリングや解熱剤　咳嗽時：吸入や点滴　などで対応します。

治 療 点滴により脱水の予防や治療。咳や鼻汁に対しては、吸入、吸引、内服、貼り薬などを用います。必要に応じて、抗生剤を投与します。特に、症状が
強い場合は、気管支喘息の治療に準じた対応をする場合もあります。

入院時 入院後の経過 退　院

患者氏名　　                       　　様
病名　　気管支炎・気管支肺炎

入院当日

入院時、発熱・咳嗽などにより食欲低下や哺乳
力低下、よく眠れないなどの症状で入院すること
が多い。

 有 無 


